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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像データとテキストデータとが多重化されたテレビジョン放送の放送データを受信す
る受信手段と、
　画像を表示する表示手段と、
　前記受信手段によって受信された放送データを記憶する第１の記憶手段と、
　この第１の記憶手段で記憶された放送データから映像データ及びテキストデータを分離
する分離手段と、
　操作に応じて前記表示手段を収容している収容部を第１の変位状態又は第２の変位状態
に設定させることを可能にする機構手段と、
　前記収容部が前記第１の変位状態に設定された場合には、前記記憶手段によって記憶さ
れた映像データの画像を前記表示手段の一部エリアに表示し、前記記憶手段によって記憶
されたテキストデータの画像を他の表示エリアに表示するための画像処理を行い、前記収
容部が前記第２の変位状態に設定された場合には、前記記憶手段によって記憶された映像
データの画像を前記表示手段の全部の表示エリアに表示し、前記記憶手段によって記憶さ
れたテキストデータの画像を映像データの画像に重畳して表示するための画像処理を行う
画像処理手段と、
　この画像処理手段で画像処理された映像データ及びテキストデータを記憶する第２の記
憶手段と、
　この第２の記憶手段で記憶された映像データ及びテキストデータを前記表示手段に出力
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する出力手段と、
を備えた端末装置。
【請求項２】
　前記機構手段は、操作に応じて前記収容部と他の収容部とを開閉および回動可能に結合
するヒンジ機構と、前記収容部と前記他の収容部とが開かれて回動されていない前記第１
の変位状態、および、前記収容部と前記他の収容部とが開かれて回動された前記第２の変
位状態を検出する変位センサとを有することを特徴とする請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　前記収容部が前記第１の変位状態に設定されている場合の表示画像の天地方向と、前記
収容部が前記第２の変位状態に設定されている場合の表示画像の天地方向とが、互いに直
交するように表示制御を行う表示制御手段をさらに備えたことを特徴とする請求項１に記
載の端末装置。
【請求項４】
　映像データとテキストデータとが多重化されたテレビジョン放送の放送データを受信す
る第１のステップと、
　前記第１のステップで受信された放送データを記憶する第２のステップと、
　この第２のステップで記憶された放送データから映像データ及びテキストデータを分離
する第３のステップと、
　表示手段を収容している収容部が操作に応じて第１の変位状態又は第２の変位状態に設
定されていることを検出する第４のステップと、
　前記収容部が前記第１の変位状態に設定されたことが前記第４のステップによって検出
された場合には、前記記憶手段によって記憶された映像データの画像を前記表示手段の一
部エリアに表示し、前記記憶手段によって記憶されたテキストデータの画像を他の表示エ
リアに表示するための画像処理を行い、前記収容部が前記第２の変位状態に設定されたこ
とが前記第４のステップによって検出された場合には、前記記憶手段によって記憶された
映像データの画像を前記表示手段の全部の表示エリアに表示し、前記記憶手段によって記
憶されたテキストデータの画像を映像データの画像に重畳して表示するための画像処理を
行う第５のステップと、
　この第５のステップで画像処理された映像データ及びテキストデータを記憶する第６の
ステップと、
　この第６のステップで記憶された映像データ及びテキストデータを前記表示手段に出力
する第７のステップと、
　を実行するプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置およびプログラムに関し、特に、地上波ディジタル放送などのテレ
ビジョン放送を受信するための端末装置およびプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話などの端末装置において、電話やメールの送受信の機能のほかに、レン
ズを含む光学素子、ＣＣＤなどの撮像素子、画像メモリを内蔵したデジタルカメラの機能
を新たに付加した製品が普及している。さらに、フレキシブル・プリント基板その他の配
線技術の向上によって、電子部品やキースイッチなどを内蔵する本体と、表示部であるＬ
ＣＤ（液晶ディスプレイ）を収容する収容部（蓋部）とがヒンジ部で結合され、本体とＬ
ＣＤ収容部とを開閉する折り畳み型携帯電話が広く普及している。
ある提案の折り畳み型携帯電話においては、明細書および図２（ａ）～（ｄ）に記載され
ているように、操作部を有する下側ユニット２０と、表示部１１を有する上側ユニット３
０と、下側ユニットと上側ユニットとを開閉自在に結合するヒンジ部１３とを有する折り
畳み型携帯電話機において、上側ユニットは、表示部ユニット３４と、支持部ユニット３
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４と、回転／スライド機構４０とを有する。表示部ユニットは表示部を配設する表示面３
２ａを持つ。表示部ユニットに配置された一対の正面カメラ部１７ａ、１７ｂは、表示部
が縦長状態にある場合には表示部の上下に位置し、表示部ユニットを回転／スライドする
ことによって表示部が横長状態となった場合には表示部の左右に位置する。
この構成により、表示装置を縦長、あるいは横長に自在に変化させて使用できるという効
果、３Ｄ（３次元）画像処理を容易に行うことができるという効果、および、表示部ユニ
ットの一対のカメラを、テレビ電話使用時には、電話相手先に応じて任意に選択して、左
右の表情の違いを使い分けることができるという効果を奏すると記載されている。（特許
文献１）
【特許文献１】特開２００３－３１９０４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記特許文献１においては、表示部ユニットの変位状態に応じて、一対
のカメラで撮像された画像を構成する各画素に対して、表示面のどのコーナーから開始す
るかを設定するだけであり、表示画像の縦横のサイズが指定された画像に対して画像処理
を行う構成にはなっていない。例えば、図２（ａ）に表示された画像と、図２（ｂ）およ
び（ｃ）に表示された画像とは、同じ風景を撮像した画像にもかかわらず、表示画像の縦
横のサイズは全く異なっている。
このため、２００３年１２月より一部の地域で放送が開始された地上波ディジタル放送を
受信できるような携帯電話を製品化する場合には、表示部を縦長で使用する場合と横長で
使用する場合とで、表示画像の縦横のサイズが異なるような表示は許されない。
本発明は、映像データの表示画像の縦横のサイズを一定にして、表示部を縦長で使用する
場合でも横長で使用する場合でも、地上波ディジタル放送の画像を正常に表示するととも
に、地上波ディジタル放送において映像データに多重化されたテキストデータの画像の表
示を制御して、映像情報を主体として見るユーザにとっても、文字情報を主体として見る
ユーザにとっても、より見やすいテレビ画像を可能にする端末装置およびプログラムを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の請求項１に記載の端末装置は、映像データとテキストデータとが多重化された
テレビジョン放送の放送データを受信する受信手段と、画像を表示する表示手段と、前記
受信手段によって受信された放送データを記憶する第１の記憶手段と、この第１の記憶手
段で記憶された放送データから映像データ及びテキストデータを分離する分離手段と、操
作に応じて前記表示手段を収容している収容部を第１の変位状態又は第２の変位状態に設
定させることを可能にする機構手段と、前記収容部が前記第１の変位状態に設定された場
合には、前記記憶手段によって記憶された映像データの画像を前記表示手段の一部エリア
に表示し、前記記憶手段によって記憶されたテキストデータの画像を他の表示エリアに表
示するための画像処理を行い、前記収容部が前記第２の変位状態に設定された場合には、
前記記憶手段によって記憶された映像データの画像を前記表示手段の全部の表示エリアに
表示し、前記記憶手段によって記憶されたテキストデータの画像を映像データの画像に重
畳して表示するための画像処理を行う画像処理手段と、この画像処理手段で画像処理され
た映像データ及びテキストデータを記憶する第２の記憶手段と、この第２の記憶手段で記
憶された映像データ及びテキストデータを前記表示手段に出力する出力手段と、を備えた
ことを特徴とする。
【０００５】
　また、本発明の請求項２に記載の端末装置は、請求項１に記載の端末装置において、前
記機構手段は、操作に応じて前記収容部と他の収容部とを開閉および回動可能に結合する
ヒンジ機構と、前記収容部と前記他の収容部とが開かれて回動されていない前記第１の変
位状態、および、前記収容部と前記他の収容部とが開かれて回動された前記第２の変位状
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態を検出する変位センサとを有することを特徴とする。
　そして、本発明の請求項３に記載の端末装置は、請求項１に記載の端末装置において、
前記収容部が前記第１の変位状態に設定されている場合の表示画像の天地方向と、前記収
容部が前記第２の変位状態に設定されている場合の表示画像の天地方向とが、互いに直交
するように表示制御を行う表示制御手段をさらに備えたことを特徴とする。
【０００６】
　また、本発明の請求項４に記載のプログラムは、映像データとテキストデータとが多重
化されたテレビジョン放送の放送データを受信する第１のステップと、前記第１のステッ
プで受信された放送データを記憶する第２のステップと、この第２のステップで記憶され
た放送データから映像データ及びテキストデータを分離する第３のステップと、表示手段
を収容している収容部が操作に応じて第１の変位状態又は第２の変位状態に設定されてい
ることを検出する第４のステップと、前記収容部が前記第１の変位状態に設定されたこと
が前記第４のステップによって検出された場合には、前記記憶手段によって記憶された映
像データの画像を前記表示手段の一部エリアに表示し、前記記憶手段によって記憶された
テキストデータの画像を他の表示エリアに表示するための画像処理を行い、前記収容部が
前記第２の変位状態に設定されたことが前記第４のステップによって検出された場合には
、前記記憶手段によって記憶された映像データの画像を前記表示手段の全部の表示エリア
に表示し、前記記憶手段によって記憶されたテキストデータの画像を映像データの画像に
重畳して表示するための画像処理を行う第５のステップと、この第５のステップで画像処
理された映像データ及びテキストデータを記憶する第６のステップと、この第６のステッ
プで記憶された映像データ及びテキストデータを前記表示手段に出力する第７のステップ
と、を実行する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の端末装置およびプログラムによれば、映像データに多重化されたテキストデー
タの画像の表示を制御して、映像情報を主体として見るユーザにとっても、文字情報を主
体として見るユーザにとっても、より見やすいテレビ画像を可能にするという効果が得ら
れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明による端末装置の実施形態について、携帯電話を例に採って図１ないし図
８を参照して説明する。
図１は、実施形態における携帯電話に地上波ディジタル放送の放送映像と文字情報が表示
された状態を示す図である。この携帯電話は、表示部であるＬＣＤ（液晶ディスプレイ）
を収容する収容部（蓋部）２０が、互いに直交する２軸構造のヒンジ部３０によって、Ｃ
ＰＵその他のＩＣなどの電子部品やキースイッチを収容する本体４０と結合されている。
２軸構造のヒンジ部３０は、例えば、玩具やその他の分野で広く利用されている構造であ
り、携帯電話においても次第に利用されてきているが、特に新しい技術ではないので、詳
細な説明は省略する。収容部２０と本体４０とは、ヒンジ部３０の一方の軸（図１（Ａ）
のＸ軸）を中心に開閉できるとともに、他方の軸（図１（Ａ）のＹ軸）を中心に回動でき
る構造になっている。図１（Ａ）は、収容部２０が開かれて表示部２１が露出した状態で
ある。図１（Ｂ）は、図１（Ａ）の状態から、収容部２０が回動され、表示部２１が露出
した状態で、収容部２０が閉じられた状態を示している。
【０００９】
　図２および図３に基づいて、図１の携帯電話の収容部２０の変位状態と表示部２１との
関係を説明する。図２は、携帯電話の表示部２１を収容する収容部２０を本体４０から開
く様子を示す図であり、図３は、収容部２０を開いた後に回動して表示部２１を露出して
閉じる様子を示す図である。
　収容部２０を閉じた状態では、図２（Ａ）に示すように、表示部２１は本体４０に対面
して接した状態になっている。この場合においては、表示部２１は隠れているので、画面
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を見ることはできない。この状態から図２（Ｂ）に示すように収容部２０を開いてゆくと
、図２（Ｃ）のような変位状態となり、図１（Ａ）に示したように、表示部２１が見える
状態になる。この状態においては、本体４０の文字入力スイッチの操作によって作成した
メールを表示部２１に表示して、送信スイッチの操作で送信したり、受信したメールを表
示部２１に表示して、保存スイッチや削除スイッチの操作によって、そのメールの保存や
削除をすることができる。さらにこの状態から、図３（Ａ）、図３（Ｂ）に示すように、
矢印の方向に収容部２０を回動させて、収容部２０の裏表を逆した状態で閉じると、図２
（Ｃ）に示すような変位状態となり、表示部２１が露出した状態（表裏を逆にした状態）
で収容部２０を閉じることができる。すなわち、図１（Ｂ）に示した状態になる。
【００１０】
　図４は、図１における携帯電話の構成を示す概略のブロック図である。
　図４において、ＣＰＵ１は、ベースバンド信号処理のＤＳＰ（ディジタル・シグナル・
プロセッサ）を内蔵したワンチップＩＣで構成されている。ＣＰＵ１のシステムバスには
、ＲＯＭ２、ＲＡＭ３、ＲＦブロック４、チューナ５、ＯＦＤＭ（直交周波数分割多重）
復調部６、映像復号部７、音声復号部８、スイッチ部９が接続されている。また、ＣＰＵ
１のポートには、ＶＲＡＭ（ビデオＲＡＭ）１０、および、図１ないし図３で説明したヒ
ンジ部３０、および、変位センサや電源制御スイッチ（図示せず）からなる機構部１１が
接続されている。変位センサは、図２（Ａ）の状態、図２（Ｃ）すなわち図１（Ａ）の状
態、図３（Ｃ）すなわち図１（Ｂ）の状態を検出するセンサである。この変位センサとし
ては、いくつかの構成が広く知られている。例えば、上記特許文献１のように、マグネッ
トと磁気センサとを利用した構成でもよいし、赤外線発光ダイオードとフォトトランジス
タとの組み合わせによる近接スイッチを利用した構成でもよいし、機械的なメカスイッチ
を利用した構成でもよい。
　なお、図１において、点線で囲まれているチューナ５、ＯＦＤＭ復調部６、映像復号部
７、および音声復号部８は、地上波ディジタル放送の映像・音声信号を取り込むテレビ受
像部を構成している。このテレビ受像部の電源は、携帯電話の回路の電源とは独立した構
成になっている。
【００１１】
　ＣＰＵ１には、表示ドライバ１２を介して表示部２１が接続されている。この携帯電話
は、上記したように、ＣＰＵ１などの電子部品やスイッチ部９を収容する本体（図１およ
び図２の本体４０）と、表示部２１などを収容する収容部（図１および図２の収容部２０
）とが、機構部１１のヒンジ部３０すなわち折り畳み機構によって開閉可能な構造になっ
ている。さらに、本体や収容部には、マイク１３、スピーカ１４、イヤホン１５が設けら
れ、ドライバ（図示せず）を介してＣＰＵ１に接続されている。
【００１２】
　ＲＯＭ２には、他の携帯電話と通話やメールの送受信を行なう通信制御処理のプログラ
ム、地上波ディジタル放送の受信処理や受信した映像データを表示する表示処理および音
声処理などの信号処理のプログラム、イニシャライズにおけるデフォルト値などが格納さ
れている。ＲＡＭ３は、ＣＰＵ１のワークエリアであり、ＣＰＵ１によって処理されるデ
ータを一時的にストアするバッファエリア、各種のレジスタやフラグなどのエリア、送信
するメールをストアするエリア、受信したメールをストアするエリアなどが設けられてい
る。ＲＦブロック４は、電話通信網との間で電話やメールを送受信するための構成要素と
して、無線送受信部、無線信号処理部、音声信号処理部など（いずれも図示せず）を備え
ている。
【００１３】
　チューナ５は、地上波ディジタル放送を受信して高周波増幅などの信号処理を行う。Ｏ
ＦＤＭ復調部６は、チューナ５から得られるＯＦＤＭ変調された信号を復調して、地上波
ディジタル放送の映像および音声の符号化データを出力する。映像復号部７は、ＯＦＤＭ
復調部６から出力された映像の符号化データを復号してディジタル映像データをＣＰＵ１
に出力する。ＣＰＵ１は、テレビ受像部から得られるディジタル映像データを処理して、
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表示ドライバ１２を介して表示部２１に出力してテレビ画像を表示する。また、音声復号
部８は、ＯＦＤＭ復調部６から出力された音声の符号化データを復号してディジタル音声
信号をＣＰＵ１に出力する。ＣＰＵ１は、そのディジタル音声信号をアナログ信号に変換
してスピーカ１４又はイヤホン１５に出力してテレビ音声を発生する。また、ＣＰＵ１は
ＲＦブロック４が着信を検知したときは、スピーカ１４によって呼出報知を行う。
【００１４】
　スイッチ部９は、携帯電話のためのオフフックスイッチ、オンフックスイッチ、発信ス
イッチ、カーソルスイッチ、実行スイッチ、クリアスイッチ、数字スイッチなどのキース
イッチ群で構成されており、その中の１つのスイッチがテレビスイッチと兼用されている
。マイク１３は、通話処理においてユーザの音声を電気信号に変換してＣＰＵ１に入力す
る。ＶＲＡＭ１０は、地上波ディジタル放送の１フレームの映像データおよびテキストデ
ータをストアするエリアａと、実際に表示部２１に表示する１フレームのデータをストア
するエリアｂを有するメモリであり、ＣＰＵ１は、エリアａのデータに対して画像処理を
行ってエリアｂにストアする。この画像処理については後述する。なお、ＲＡＭ３にＶＲ
ＡＭ１０の機能を持たせる構成も可能である。
【００１５】
　次に、この携帯電話における電話およびメールの送受信の動作、並びに、地上波ディジ
タル放送から受信した映像データの処理について、ＣＰＵ１によって実行される図５ない
し図８のフローチャートに基づいて説明する。
　図５ないし図７は、ＣＰＵ１のメインルーチンのフローチャートである。携帯電話の蓋
部が開かれて電源スイッチがオンされたときは、所定のイニシャライズを行って（ステッ
プＳＡ１）、表示部２１に待受画面の画像を表示する（ステップＳＡ２）。次に、オフフ
ックスイッチが操作されたか否かを判別し（ステップＳＡ３）、このスイッチが操作され
たときは、電話番号入力画面を表示部２１に表示する（ステップＳＡ４）。そして、スイ
ッチ部９の操作によって電話番号が入力されたときは番号入力処理を行って(ステップＳ
Ａ５)、電話網に対して発信する（ステップＳＡ６）。また、スピーカ１４によって呼出
報知を行う（ステップＳＡ７）。この呼出報知の間に、発信に応答して被呼側との間に回
線接続が確立したか否かを判別し（ステップＳＡ８）、回線接続が確立したときは、通話
処理に遷移して音声信号の送受信を行う（ステップＳＡ９）。
【００１６】
　通話処理においては、オンフックスイッチが操作されたか否かを判別し（ステップＳＡ
１０）、このスイッチが操作されたときは、回線切断などの終話処理を行う（ステップＳ
Ａ１１）。終話処理の後は、ステップＳＡ２に移行して再び待受画面の画像を表示部２１
に表示する。ステップＳＡ３において、オフフックスイッチが操作されない場合には、図
６のフローチャートにおいて、テレビスイッチがオン操作されたか否かを判別し（ステッ
プＳＡ１２）、このスイッチがオンされたときは、テレビ受像部の電源をオンにして（ス
テップＳＡ１３）、テレビ受像部からの地上波ディジタル放送の放送データを取り出して
、ＶＲＡＭ１０のエリアａに映像データおよびテキストデータからなる１フレームの放送
データをストアする(ステップＳＡ１４)。そして、放送データからの音声データをスピー
カ１４へ出力し(ステップＳＡ１５)、放送データから映像データとテキストデータとを分
離する(ステップＳＡ１６)。
【００１７】
　次に、現在の表示形態が縦であるか横であるかを、変位センサによって検出して(ステ
ップＳＡ１７)、検出結果を表示形態のフラグに設定する。表示形態が縦である場合には
、ＶＲＡＭ１０における画像展開を図１（Ａ）に示すような表示画面になるように画像処
理する。すなわち、映像データを表示部２１の一部の表示エリアである上半分の映像エリ
ア２２に出力し(ステップＳＡ１８)、テキストデータを表示部２１の下半分のテキストエ
リアに出力する(ステップＳＡ１９)。一方、表示形態が横である場合には、ＶＲＡＭ１０
における画像展開を図１（Ｂ）に示すような表示画面になるように画像処理する。すなわ
ち、映像データおよびテキストデータを横向きに変換し(ステップＳＡ２０)、映像データ
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上にテキストデータを重ね合わせる(ステップＳＡ２１)。その重ね合わせたデータを表示
部２１に出力する(ステップＳＡ２２)。
【００１８】
　ステップＳＡ１９又はステップＳＡ２２においてデータを表示部２１に出力した後は、
図７のフローチャートにおいて、操作によって機構変化があったか否かを判別する(ステ
ップＳＡ２３)。すなわち、収容部２０の変位状態が変化したか否かを判別する。機構変
化があったときは、縦表示から横表示に変化したのか、又は、横表示から縦表示に変化し
たのかを判別する(ステップＳＡ２４)。縦表示から横表示に変化したときは、表示部２１
の全表示エリアを映像表示エリアに設定し(ステップＳＡ２５)、表示形態のフラグを横に
設定する(ステップＳＡ２６)。一方、機構変化が横表示から縦表示であるときは、表示部
２１の上半分である一部の表示エリア２２を映像表示エリアに設定し、下半分をテキスト
エリアに設定する(ステップＳＡ２７)。そして、表示形態のフラグを縦に設定する(ステ
ップＳＡ２８)。
【００１９】
　ステップＳＡ２６若しくはステップＳＡ２８において表示形態のフラグを設定した後、
又は、ステップＳＡ２３において機構変化がない場合には、テレビスイッチがオフされた
か否かを判別し(ステップＳＡ２９)、このスイッチがオフでない場合には、図６のステッ
プＳＡ１４に移行して、図７のステップＳＡ２９に至るループ処理を繰り返す。ステップ
ＳＡ２９において、テレビスイッチがオフされたときは、テレビ受像部の電源をオフにし
て(ステップＳＡ３０)、図５のステップＳＡ２に移行して、待受画面を表示する。
【００２０】
　図８は、着信検知処理のフローチャートである。ＲＦブロック４によって電話の着信を
検知したときは、テレビ受像部がオンであるか否かを判別し(ステップＳＢ１)、オンであ
る場合には一時的にオフにする（ステップＳＢ２）。テレビ受像部がオフの場合又は一時
オフにした後は、スピーカ１６によって着信の呼出報知を行う(ステップＳＢ３)。そして
、オフフックスイッチがオンされたか否かを判別し（ステップＳＢ４）、このスイッチが
オンされたときは呼出報知を停止して、発呼側との回線接続を行って通話処理に遷移する
（ステップＳＢ５）。通話処理においては、オンフックスイッチがオンされたか否かを判
別し（ステップＳＢ６）、このスイッチがオンされたときは、回線切断などの終話処理を
行う（ステップＳＢ７）。そして、テレビ受像部が一時オフであるか否かを判別し(ステ
ップＳＢ８)、一時オフである場合には、テレビ受像部をオンに戻す（ステップＳＢ９）
。テレビ受像部をオンに戻した後、又は、テレビ受像部が一時オフでなく、着信の前から
オフ状態である場合には、メインルーチンに戻る。
【００２１】
　以上のように、この実施形態によれば、ＣＰＵ１は、テレビ受像部によって映像データ
とテキストデータとが多重化された地上波ディジタル放送を受信すると、その映像データ
およびテキストデータの画像を表示部２１に表示する際には、表示部２１を収容している
収容部２０が図１（Ａ）の変位状態に設定された場合には、映像データの画像を表示部２
１の上半分の表示エリア２２に表示し、テキストデータの画像を下半分の表示エリアに表
示する画像処理を行い、収容部２０が図１（Ｂ）の変位状態に設定された場合には、映像
データの画像を表示部２１の全部の表示エリアに表示し、テキストデータの画像をその映
像データの画像に重畳して表示する画像処理を行う。
　したがって、受信した放送データの表示画像の縦横のサイズを一定にして、表示部を縦
長で使用する場合でも横長で使用する場合でも、地上波ディジタル放送の画像を正常に表
示するとともに、地上波ディジタル放送において映像データに多重化されたテキストデー
タの画像の表示を制御して、映像情報を主体として見るユーザにとっても、文字情報を主
体として見るユーザにとっても、より見やすいテレビ画像を可能にする。
【００２２】
　この場合において、機構部１１は、操作に応じて収容部２０と本体４０とを開閉および
回動可能に結合するヒンジ部３０を有するとともに、収容部２０と本体４０とが開かれて
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回動されていない図１（Ａ）の変位状態、および、収容部２０と本体４０とが開かれて回
動された図１（Ｂ）の変位状態を検出する変位センサ（図示せず）を有する。
　したがって、ユーザは、表示部２１の収容部２０を操作するだけで、スイッチなどによ
る設定操作を必要とすることなく、好みの表示形態でテレビ画像を見ることができる。
　さらにこの場合において、ＣＰＵ１は、収容部２０が図１（Ａ）の変位状態に設定され
ている場合の表示画像の天地方向と、収容部２０が図１（Ｂ）の変位状態に設定されてい
る場合の表示画像の天地方向とが、互いに直交するように表示制御を行う。
　したがって、ユーザは、表示画像の天地方向を意識することなく、表示部２１の収容部
２０を操作して変位状態を変えることができる。
【００２３】
　なお、上記実施形態における携帯電話は、ＲＯＭ２にあらかじめ記憶されているプログ
ラムをＣＰＵ１が実行する構成にしたが、ＲＦブロック４を介して、外部のサーバからプ
ログラムを受信して、書き換え可能なフラッシュメモリなどの不揮発性メモリにインスト
ールして、それをＣＰＵ１が実行する構成も可能である。この場合には、プログラムの発
明を実現することができる。
【００２４】
　すなわち、そのプログラムは、
　映像データとテキストデータとが多重化されたテレビジョン放送を受信する第１のステ
ップと、
　表示手段を収容している収容部が操作に応じて第１の変位状態又は第２の変位状態に設
定されていることを検出する第２のステップと、
　前記収容部が前記第１の変位状態に設定されたことが前記第２のステップによって検出
された場合には、前記第１のステップによって受信された映像データの画像を前記表示手
段の一部の表示エリアに表示し、前記第１のステップによって受信されたテキストデータ
の画像を他の表示エリアに表示する画像処理を行い、前記収容部が前記第２の変位状態に
設定されたことが前記第２のステップによって検出された場合には、前記第１のステップ
によって受信された映像データの画像を前記表示手段の全部の表示エリアに表示し、前記
第１のステップによって受信されたテキストデータの画像を映像データの画像に重畳して
表示する画像処理を行う第３のステップと、
　を実行する。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施形態における携帯電話の変位状態と表示画面との関係を示す外観図
。
【図２】図１の携帯電話の表示部を収容する収容部を本体から開く様子を示す図。
【図３】図１の携帯電話の収容部を開いた後に回動して表示部を露出して閉じる様子を示
す図。
【図４】本発明の端末装置の実施例における携帯電話の構成を示すブロック図。
【図５】実施形態における携帯電話の動作を示すＣＰＵのメインルーチンのフローチャー
ト。
【図６】図５に続くＣＰＵのメインルーチンのフローチャート。
【図７】図６に続くＣＰＵのメインルーチンのフローチャート。
【図８】ＣＰＵの着信検知のフローチャート。
【符号の説明】
【００２６】
　１　ＣＰＵ
　２　ＲＯＭ
　３　ＲＡＭ
　４　ＲＦブロック
　５　チューナ
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　６　ＯＦＤＭ復調部
　７　映像復号部
　８　音声復号部
　９　スイッチ部
　１０　ＶＲＡＭ
　１１　機構部
　１２　表示ドライバ
　１３　マイク
　１４　スピーカ
　１５　イヤホン
　２０　収容部
　２１　表示部
　３０　ヒンジ部
　４０　本体

【図１】 【図２】



(10) JP 4975240 B2 2012.7.11

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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